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兵庫県立尼崎総合医療センター だより　

あまが　
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今年も1000人力の仲間入り！！
看護部 新人さん紹介

●［AGMC 新たな診療の取り組み］脳神経外科 低侵襲！！神経内視鏡手術
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［院内専門センターのご案内］

がんセンター
「尼崎総合医療センター
 がんセンター始動！」



■   がんセンター

尼崎総合医療センター
がんセンター始動！

患者さんや地域医療機関へのメッセージ
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がんセンターは、尼崎総合医療センター開設時点（平成27年7月1日）で組織され、以降、尼崎総合医療センターの診療体制
の確立と共にがんセンターも内容の充実に努めてきました。本年4月より当院は、藤原院長の『平成29年度4月新年度のご
挨拶』に表明(ホームページ掲載)されている如く、「統合新病院の建設・開院という試行錯誤の連続であった移行期は終わり、
平成29年度から新たなAGMCの歴史」が始まりましたが、それに歩調を合わせて、我ががんセンターも、およそ体制が整っ
たが故に、今年度から満を持して始動しはじめたところです。PETを含めた各種診断装置、30床の外来化学療法室、いずれ
も強度変調放射線治療(IMRT)が可能な2台の最新型の画像誘導放射線治療装置（内、1台は動体追尾式の治療が可能な最
新鋭装置）をフル稼働し、19室ある手術室を有効に活用して、適格かつ迅速ながんの診断・治療を進めていく所存です。

院内専門
センターの
ご案内

複数の診療科・部門を一つに
まとめ、診療機能を統合させた

当院の《センター》を
ご紹介します。

がんセンターの特
徴

がん相談支援センターには有能かつ有資格の相談員を配置致しておりますので、是非ご利用下さい。

諏訪 裕文
化学療法
担当部長

・京都大学臨床教授
・京都大学医学博士
・日本臨床腫瘍学会暫定指導医
・日本がん治療認定医機構認定医
・日本外科学会専門医・指導医
・日本乳癌学会乳腺専門医・指導医

平林 正孝
がん
センター長

・京都大学臨床教授
・日本呼吸器学会認定医・指導医
・日本呼吸器学会近畿支部代議員
・日本内科学会認定医　・がん治療認定医機構認定医
・緩和ケアの基本教育のための指導者研修会修了
・臨床研修指導医養成講習会受講



がんセンターの組織構成

❶がん放射線治療チーム
代表：木村弘之 放射線部長・奥村節子 放射線治療科部長

❷がん化学療法委員会
代表：諏訪裕文 化学療法担当部長・
　　  中越英子 がん化学療法看護認定看護師

❸がん化学療法レジメン検討委員会
代表：諏訪裕文 化学療法担当部長・辻本　勉 薬剤部長

❹緩和ケア委員会
代表：阪井宏彰 呼吸器外科部長・
　　 吉住智奈美 緩和ケア認定看護師

❺がん診療相談支援センター
代表：森嶋とみ子 がん専門相談員

❻地域連携チーム
代表：山田圭介 地域医療連携部長

❼がん登録チーム
代表：村尾　昇 医事課長

❽がんリハビリテーションチーム
代表：山田典夫 リハビリテーション技師長・
　　  馬袋真也 理学療法士

❾がん教育研修チーム
代表：山田裕二 泌尿器科部長

10キャンサーボード運営チーム（新設予定）
代表：諏訪裕文 化学療法担当部長・森澤利之 消化器内科医長・
　　 平野勝也 呼吸器内科医長

後列左から：奥村医師（放射線科治療部）、木村医師（放射線科診断部）、
　　　　　  中越がん化学療法看護認定看護師（看護部）、吉住緩和ケア認定看護師・看護認定看護師（看護部）、森嶋がん相談看護師（看護部）
前列左から：諏訪医師（乳腺外科）、平林医師（呼吸器内科）、阪井医師（呼吸器外科）、辻本薬剤師（薬剤部）

以下のように基本的にはチーム制となっています。



　今年度も、元気に新人看護師が46名入職しました。
　期待と不安に胸を膨らませ当センターに入職して、2ヶ月を迎えようとしています。この2か月間にて、看護職員と
して必要な基本姿勢と態度について学びながら、看護の知識と技術の習得に向けた集合オリエンテーションを受け
て、それぞれの配属部署に出発しました。先輩の指導を受けながら、はつらつとした笑顔を忘れずに、1人前の看護師
になれるように頑張っています。

今年も1000人力の仲間入り！！今年も1000人力の仲間入り！！

AGMC看護師
イメージキャラクター
「あまいるちゃん」

先輩のように知識を身につけ、
患者さんにとってよりよい
看護ができる看護師に

なりたいです。

こ ん な 看 護 師 を 目 指 して い ま す！

がんばります!!

いつも笑顔で
患者さんのお話を聞き、

こころに寄り添える
看護師になりたいです！

患者さんの個別性を考え、
安全に看護が行えるように知識を
身につけた看護師になりたいです。

患者さんへ
丁寧な声掛けや心くばりが

できる看護師になりたいです。

看護部 新人さん紹介

これからの抱負



左から：堀川医師、楊川医師、山田医師、北川医師、永田医師、大川医師

【神経内視鏡手術の開始】
AGMC 新たな診療の取り組み低侵襲！！

神経内視鏡手術

それぞれカメラの先端
の角度が異なり別の
方向が見える。
先端の切り口が異な
り、それぞれ０度、３０
度、４５度（上から）

硬性鏡

ファイバースコープの先端が重
要な構造物を避け深部まで到達
可能。

内視鏡手術は、頭に５００
円玉より少し小さい穴を
開けるだけで手術が可能
です。

軟性鏡

神経内視鏡手術は、頭蓋骨に小さな穴を開け、そこから細いカメラを

挿入することで脳内の処置を行う手術です。

神経内視鏡は大きく分けて２種類を用います。一つは硬性鏡と呼ば

れる金属の筒を持つもので、もう一つは軟性鏡と言って内視鏡本体

が樹脂でできているため自由に動くもので、胃カメラと同じ構造です。

小児の嚢胞性疾患や脳内出血に対しても、以前よりはるかに体への

負担が少なく行うことができるようになりました。

血腫がゼリーのように吸引管に吸引されて
いる。

硬性鏡を用いた
脳内血腫除去術

2つの当院企画セミナーのご案内 多くの方
の

ご参加を
！

講 師：
県立尼崎総合医療センター
▶栄養管理部
　栄養管理士 村上 綾香

【日　時】 平成29年7月18日（火曜日）
　　　　 午後2時～3時30分
【場　所】 県立尼崎総合医療センター 講堂（1階）
　　　　 参加費：無料（予約不要）

★お問い合わせ ： 地域医療連携センター
　　　　　　　　 ☎ 06-6480-7000（代表）

第64回市民健康公開講座
「市民すこやかセミナー」
第64回市民健康公開講座
「市民すこやかセミナー」

【日　時】 平成29年7月26日（水曜日）
　　　　 午後2時～4時
【場　所】 県立尼崎総合医療センター 講堂（1階）
　　　　 参加費：無料（予約不要）

★お問い合わせ ： 外来Bブロック（糖尿病・内分泌内科）看護師
　　　　　　　　 ☎ 06-6480-7000（代表）

第11回
生活習慣病セミナー
第11回
生活習慣病セミナー

テ
ー
マ

『長寿で元気に過ごせる食事とは？』 『非アルコール性脂肪肝炎とは？』

講 師：
県立尼崎総合医療センター
▶消化器内科 医師 梅田　誠
▶栄養管理部 栄養管理士 楠瀬 千尋

テ
ー
マ～モリモリ 元気！～ ～脂肪肝も怖いんです～

脳神経外科
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　春はいつも日毎、日内の寒暖差が大きいですが、今年はとくにその傾向
が強いように感じられ、そのせいか体調がすぐれない方が多く見受けら

れるように思います。巨大台風、集中豪雨、猛暑、厳冬、などの天候の極端化は地球温暖化の影響かもしれ
ません。すでに、猛暑日となっているところもあり体調管理にはご留意ください。　　　　　　　　（M.H.）

編 集 後 記

Hyogo Prefectural Amagasaki General Medical Center （Hyogo AGMC）

　こんにちは！
　地域医療連携課長の任命を受け2年目になります。本職は看護師です。配属当初は、統計処理など慣れない事務仕事で押しつぶされ

そうでしたが、最近では統計処理にも慣れ、顔の見える地域連携を目的に、副院長、センター長と一緒に楽しく
病院訪問を行っています。ただ、日々楽しいことばかりではありません ^_^;; 
　私たちは、地域医療機関からの患者さん受け入れや入院患者さんの退院・転院調整などの業務をおこなって
います。早期退院に向けて、主治医・病棟看護師・薬剤師・訪問看護師・ケアマネージャーなど多職種との調整に
忙しい毎日ですが、患者さんが笑顔で退院される姿は、私たちの仕事の励みになります。これからも患者さん
のお声をしっかりと拝聴し、病状に応じた適切な退院支援をスタッフ一同でおこなっていきたいと思います。

地域医療連携センター 課長 兼 看護師長  大谷サエ子

楽しいときもあれば、辛いときも…、退院・転院調整　
最初は慣れない仕事でした！

ぶらり～っと 病 院 探 訪

今 回は、”クリニカルリサーチセンター”を訪れました。
私たちは、病気になると薬を使ったり病院にかかったりします。病気の治療や予防はめ

ざましい進歩をとげましたが、全ての病気を治せるようになったわけではありません。そこで、
クリニカルリサーチセンターでは「研究部」と「治験管理室」に分かれ、今後の治療の発展や薬
の開発に向けておこなう「医学研究」や「治験」が、適切かつ円滑に実施されるよう支援していま
す。クリニカルリサーチセンターで働く方々は、患者さんに研究や治験の説明を行ったり、スケジュールやデータの管理も行っていま
す。特に、「治験」では治験コーディネーターと呼ばれる専門スタッフが対応しており、患者さんに体調の変化やお薬が飲めていたかどう
かを確認したり、診察にも同席します。また、治験を円滑に進めるために、薬剤部、検査部、看護部などとの調整も大切な仕事です。

医学研究と治験を円滑に進めるための支援

医学研究
や

治験が、

新しい治
療に

つながった
時の

喜び！

　医学研究や治験が、新しい「治療」「薬」につながっていき、多く
の患者さんに使って頂けるようになった時はとても嬉しいです。

『やりがいを感じる時はどんなときでしょうか？』

　治験の患者さんが休日や深夜に来院された時は、場合によ
っては、私たちもすぐに病院に来る必要があるため、いつも電
話を手放せません。

『苦労話、大変だったことなどあれば教えて下さい。』

　過去に医学研究や治験にご参加下さった多くの患者さんのご協力の
もと、現在の治療まで医学は発展して参りました。当院では最先端のも
のから一般的なものまで、多くの医学研究、治験を実施しております。
　これから先に、その治療を必要とする多くの人のために、私たちも全
力を尽くしておりますので、今後ともご理解とご協力の程、どうぞよろ
しくお願い致します。

『最後に、地域市民の皆さんへメッセージをお願いします♪』

※多くの患者さんが必要とされる高度急性期病院という当院の立場をご理解いただきますようお願い致します。

クリニカル リサーチセンタークリニカル リサーチセンター
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スタッフ

のつぶ
やき


